
参考資料 科学技術の成果を現場につなげる取組の強化

研究開発段階 実証段階

実用化/普及段階

課題設定

文部科学省

研究開発機関

（大学、研究独法、
企業等）

他省庁国研
（科警研等）

出口側関係機関

（警察庁、国交省
空港・鉄道事業者
保安事業者 等）

研究課題管理

提案 研究開発の実施／試作品の製作

研究開発テーマ
選定・公募・採択

市販／輸出市販／輸出

調達調達

他の行政機関等
安全保障貿易管理

ニーズの提示
開発目標の
明確化

従来の研究開発プロジェクトの
主な取組範囲

隘路解消に向けて追加的に支
援する範囲

追加的な支援で可能になる
出口側関係機関の取組

調達時期、調達時期、
仕様等への仕様等への
反映反映

出口側機関を含んだ研究開発推進チーム等を設置して課題管理を実施出口側機関を含んだ研究開発推進チーム等を設置して課題管理を実施

働きかけ

研究開発期間

（テロ・爆発物に関する専門的知見、
爆発物・擬剤の提供、試験、評価の実施など）

技術運用のための調査研究
（海外調査・協力含む）

基準、認証等の検討／策定

製
品
化
・
普
及
の
加
速

輸
出
許
可
の
明
確
化

実証試験への協力

基準の検討等の取組

（例えば、今後、危険物・爆発物遠隔検知技術開発を行う場合に想定されるケース）

仕様、性能要求等の明確化
研究開発への助言

基準の検討等

技術動向に係る国際調査／共同研究開発（米・英など）

空港、鉄道での実証試験

成
果
実
装
の
環
境
整
備

研究開発に対する
出口側機関の各段
階での取組の強化

専
門
家
の

助
言
等

実証技術の評価
（海外調査・協力含む）

実用化

死
の
谷
の

死
の
谷
の

緩
和
緩
和

テーマ選定段階から
出口側機関を巻き込
んだ協力の枠組み※

現場につながる成果
創出のための柔軟か
つ総合的な支援

出口側機関の行政
ニーズに対応した取
組への支援によるイ
ンセンティブの向上

※ 分野のニーズに応じて既に他の予算で実施されている研究開発課題の外側を追加的に支援することもありえる。


